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伊方地域原子力防災協議会の構成員について 
 
 
平成２５年９月３日の原子力防災会議決定に基づき、内閣府政策統括官（原子

力防災担当）は、道府県や市町村が作成する地域防災計画・避難計画等の具体

化・充実化を支援するため、平成２７年３月２０日に、原子力発電所の所在する

地域毎に課題解決のためのワーキングチームとして「地域原子力防災協議会」を

設置することとし、伊方地域においても「伊方地域原子力防災協議会」が設置さ

れた。 

伊方地域原子力防災協議会の構成員・オブザーバーは、以下のとおりである。 

 

＜構成員＞ 

内閣府政策統括官（原子力防災担当） 

原子力規制庁長官官房核物質・放射線総括審議官 

内閣官房副長官補（事態対処・危機管理）付 危機管理審議官 

内閣府大臣官房審議官（防災担当） 

警察庁長官官房審議官 

総務省大臣官房総括審議官 

消防庁国民保護・防災部長 

文部科学省大臣官房審議官（研究開発局担当） 

厚生労働省大臣官房技術総括審議官 

農林水産省大臣官房危機管理・政策評価審議官 

経済産業省資源エネルギー庁資源エネルギー政策統括調整官 

国土交通省大臣官房危機管理・運輸安全政策審議官 

海上保安庁総務部参事官（警備救難部担当） 

環境省大臣官房審議官 

防衛省大臣官房審議官 

愛媛県副知事 

山口県副知事 

大分県副知事 

 

＜オブザーバー＞ 

伊方町 

八幡浜市 

大洲市 

西予市 

宇和島市 

伊予市 

内子町 

上関町 

四国電力株式会社 

資料１ 



○伊方町ワークショップ結果の反映
・町内全５５地区で、避難困難者の支援等に係る計画策定（地区広域避難計画）
・地域住民の共助による体制整備

○住民への情報伝達の強化
・ツイッターやフェイスブック等を活用した情報伝達体制の強化を実施

○物資の供給体制の充実及び一時集結拠点の明確化
・物流専門家の派遣体制の整備等

○緊急時モニタリング体制の強化
・電子線量計５８基の追加整備

○乳幼児向けゼリー状安定ヨウ素剤の備蓄及び配布の検討

「伊方地域の緊急時対応」の改定について（案）

１．改定の目的

資料２

「伊方地域の緊急時対応」は、昨年８月に開催された伊方地域原子力防災協議会で取りまとめ・確認が行われ、同年１０月に原子力防
災会議にて確認結果の報告及び了承がなされたところ。

その後、「伊方地域の緊急時対応」の実効性の検証を目的として、同年１１月に国の原子力総合防災訓練を実施し、本年３月に、「原子
力総合防災訓練実施成果報告書」を取りまとめた。

今般の「伊方地域の緊急時対応」の改定は、同報告書における訓練の教訓事項等を踏まえ、緊急時対応のより一層の具体化・充実化
を図るために行うもの。

２．改定のポイント

〈訓練を踏まえた改定〉

〈課題①〉 複合災害時における被災状況に応じた、緊急時対応の具体化

原子力総合防災訓練で運用した実施方針（災害状況を考慮し
て決定した避難方針）を踏まえた対応の具体化
 予防避難エリア（ＰＡＺ以西の佐田岬半島部）において、避難道路
が途中で寸断された場合における、陸路避難・海路避難での避難
先、避難経路、避難手段等の対応方法を具体化

対応
方針

1

〈課題②〉 ＵＰＺ圏内の住民の一時移転を円滑に行うための対策

ＵＰＺ圏内に位置する自治体の避難経路の明確化
 ＵＰＺ圏内に位置する自治体毎に、避難先までの避難経路及び避難
退域時検査場所を明確化

 自然災害等により、通行できない場合に備えた複数経路の設定

対応
方針

〈課題③〉 各地区の集会所（集合場所）から一時集結所への住民の搬送につ
いて、避難経路の幅員等を考慮した搬送車両の運用

一時集結所までの移動手段の適正化
 ＰＡＺ及び予防避難エリアにおける、各一時集結所までの避難経路
の設定

 一時集結所までの避難経路の設定に当たっては、道路の幅員等を
考慮した搬送用車両のサイズを設定

対応
方針

〈課題④〉 住民を安全かつ円滑に避難させるための渋滞対策や避難状況を
適宜把握するための情報共有

避難状況把握・渋滞緩和対策の強化
 ヘリによる映像伝送を活用した渋滞・避難状況の把握
 映像伝送により得られた情報（渋滞・避難状況）を活用した避難誘
導・交通規制の実施

対応
方針

〈課題⑤〉 住民が屋内退避するための放射線防護施設の充実化

放射線防護施設の新たな整備
 既存の放射線防護施設に加え、新たに２施設を整備
（旧佐田岬小学校（佐田岬半島 予防避難エリア）、嘉島小学校（ＵＰＺ圏内離島））

対応
方針

〈その他主な改定〉

平成28年7月14日



UPZ

PAZ

【凡例】

放射線防護施設（既存）

放射線防護施設（追加整備）

UPZ

PAZ

千丈川より北部の避難経路

千丈川より南部の避難経路

旧保内町、日土・日土東地区の避難経路

大釜以南の避難経路

＜八幡浜市の例＞

大洲市、西予市、宇和島市、伊予市、
内子町においても同様の取組を実施

2

（参考）「伊方地域の緊急時対応」の改定ポイント
課題① 原子力総合防災訓練で運用した実施方針を踏まえた対応の具体化

松前町

広域避難所
（松前町：13施設）

避難経由所
（松前公園）

UPZ

・状況に応じて、避難経路を選定
・大分県に避難することが困難な場合は、愛媛県内に海路避難

別府港

中津港
姫島港

佐伯港

大分市

別府市

杵築市

国東市
豊後高田市

佐賀関港

臼杵港 津久見港

姫島村

PAZ

予防避難ｴﾘｱ一時集結所
三崎総合体育館

三崎港

一時集結所
瀬戸総合体育館

愛媛県の港湾

道路通行不可

課題② UPZ圏内に位置する自治体の避難経路の明確化

課題③ 一時集結所までの移動手段の適正化

1

伊方中学校
一時集結所

瀬戸総合体育館

一時集結所

ﾙｰﾄ3

ﾙｰﾄ2

ﾙｰﾄ1

ﾙｰﾄ5

ﾙｰﾄ4

ﾙｰﾄ6

2

3

1

2

1

2
3
4

1

2
3

4
5 6

7

8

9
1

2
1

2

3

中之浜集会所横にある、
海沿いの道路から山沿い
の道路への登り進入路
は小型車両のみ通行可

課題④ 避難状況把握・渋滞緩和対策の強化

課題⑤ 放射線防護施設の新たな整備

避難誘導・交通規制用
自動制御告示板

広域避難所
（松山市：170箇所）

避難経由所
（愛媛県総合運動公園）

各ﾙｰﾄでの配車種類

ﾙｰﾄ1：大型ﾊﾞｽ

ﾙｰﾄ2：大型ﾊﾞｽ

ﾙｰﾄ3：中型ﾊﾞｽ

ﾙｰﾄ4：大型ﾊﾞｽ

ﾙｰﾄ5：中型ﾊﾞｽ

ﾙｰﾄ6：中型ﾊﾞｽ

【凡例】

自家発電機付信号機

避難誘導・交通規制
用自動制御告知板

交通規制地点

自家発電機付の信号機

ﾍﾘによる映像伝送

道路渋滞状況を把握し、避難誘導・交通規制

旧佐田岬小学校

嘉島小学校

・自然災害等により、各地域の避難経路が使用できない場合は、
他の経路より避難を実施

【凡例】

：避難退域時検査場所（候補地）

＜伊方地域の例＞

瀬戸地域、三崎地域においても同様の取組を実施

＜予防避難エリアにおいて避難経路が寸断された場合＞

愛媛県の港湾
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